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 本研究で用いた模型土槽の内寸法は，幅 2,000 mm，高さ 700 mm，奥行き 600 mm であり，前面には厚さ 20 mm の
強化ガラスが設置され，人工降雨に伴う斜面の変形挙動が観察できるようになっている 1)．降雨は G.L.＋2.4 m に設
置されたスプレーノズルから水を噴霧させることにより再現されており，その雨量強度 R は 60mm/h と 100mm/h で
ある．使用した試料は，支笏カルデラを噴出源(支笏第一テフラ(Spfa－1))とする柏原火山灰土（ρs=2.34 g/cm3，
ρdin-situ=0.53 g/cm3，D50=1.25 mm，Uc=3.1，Fc=1.3 %）である．試料の静的・動的力学特性については既報 2)に詳しい． 
模型斜面は，所定の含水比に調整した飽和土粒子試料を，ローラーにより締固めて作製(1 層 10cm 当たり 1 往復)
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Pore water pressure transducer : pw
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 50 degree slope
 R=60 mm/h
 rough,smooth 
D
eg
re
e 
of
 s
at
ur
at
io
n 
Sr
（%
）
Elapsed time(sec.)
土木学会第62回年次学術講演会(平成19年9月)
-14-
3-007
